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平成 23年度班研究報告

　平成23年度の班研究会議は下記の日時に行われ

た。（班会議および秋季講演会で HLA研究につき

述べた内容）

班　会　議：平成22年６月18日（土） 

　　　　　　東京大学医学部教育研究棟13F 

　　　　　　第７セミナー室 

秋季講演会：平成23年11月26日（土） 

　　　　　　東京八重洲カンファレンスセンター 

　　　　　　５階

昨年議論した Termの定義（日本語、英語）
を下記のように規定いたしました。

・適切治療法（effective personalized therapy）

を施行すれば、10年以上生存する可能性があ

る個人に合った治療法。

・不適切治療法（Ineffective personalized therapy） 

とは、５年以上の生存が期待できない治療法。

　既存の胃癌治療法（Gastrectomy alone、Gastrectomy 

 + PSK（P）、Gastrectomy + Furuoropyrimizine（F） 

剤、Gastrectomy + MMC（M）、Gastrectomy + M 

+ F、Gastrectomy + M + F + P）を施行された1,753

例中1,068例（60.9％）の症例で適切治療法の特定

が可能であった。一方で、178例（10.2％）の症

例では不適切治療法の特定がなされ、注意喚起が

必要である。分類不能は、507例（28.9％）であ

った（図１）。現実には、特定された適切治療法

を受けた患者群では、予後良好であった半面、特

定された不適切治療法を受けた患者群では、予後

不良であった。

１．再現性の検討

解析方法①　 1975年12月～2005年８月までの東海

大学症例（1,391例）の約80％症例

の2007年９月時点の予後から全症例

の適切治療法等を特定し、2010年９

月時点の予後を検討した（図２）。

解析方法②　 同様に東海大学症例（1,391例）の

約80％の2007年９月時点の予後か

ら、全国症例（362例）の適切治療

法等を特定し、2010年９月時点の予

後を検討した（図３）。

解析方法③　 同様に東海大学症例（1,391例）の

約80％の2007年９月時点の予後か

ら、2005年９月から2010年2月まで

に新規登録された症例（209例）の

適切治療法等を特定し、2010年９月

時点の予後を検討した（図４）。

２．経口薬剤（Furuoropyrimizine（F）剤、 

　　PSK）の適切な投与期間

　適切治療法を施行した患者群では、経口薬剤の

投与期間で、差を認めなかった。しかし、不適合

治療群（不運にも適切治療を受けなかった患者

群）、分類不能群、さらに、不適切治療を受けても、
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図１　既存の胃癌治療法と適切治療法、不適切治療法が特定された頻度

effective therapy ineffective therapy

unclassified Total

received not 
received Total received not 

received Total

No 78 12.9％ 306 50.4％ 384 63.3％ 8 1.3％ 33 5.4％ 41 6.8％ 182 30.0％ 607

PSK 37 30.1％ 37 30.1％ 74 60.2％ 2 1.6％ 10 8.1％ 12 9.8％ 37 30.1％ 123

F 24 17.6％ 57 41.9％ 81 59.6％ 9 6.6％ 7 5.1％ 16 11.8％ 39 28.7％ 136

F+PSK 50 29.8％ 62 36.9％ 112 66.7％ 2 1.2％ 11 6.5％ 13 7.7％ 43 25.6％ 168

M 20 21.5％ 41 44.1％ 61 65.6％ 10 10.8％ 4 4.3％ 14 15.1％ 18 19.4％ 93

M+F 22 6.2％ 171 48.3％ 193 54.5％ 31 8.8％ 27 7.6％ 58 16.4％ 103 29.1％ 354

M+F+PSK 20 7.4％ 143 52.6％ 163 59.9％ 19 7.0％ 5 1.8％ 24 8.8％ 85 31.3％ 272

Total 251 14.3％ 817 46.6％ 1068 60.9％ 81 4.6％ 97 5.5％ 178 10.2％ 507 28.9％ 1753

図２　東海大学症例（n=1391）の2010年９月時点での生存曲線
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今までのHLA班の集大成の
まとめを下記に掲載しました。

ぜひご覧ください。

　 Effective and ineffective personalized therapy 

based on serum HLA from a 30-year odyssey 

（http://www.jstage.jst.go.jp/article/acrt/19/2/19_44/

_article/-char/ja/）

F剤、PSK投与を２年以上投与した患者群の予後

が良好であった。不適切群は予後不良であるので、

投与できなかった患者群とも理解できるが、今後

の検討課題でもある。

今後の方針

　胃癌で作成した HLA antigen score、Pair-match 

scoreが、他の癌の適切治療法特定に応用できる

かどうか検討する必要性を感じている。

図３　全国症例（n=362）の2010年９月時点での生存曲線

図４　 新規登録症例（n=209）の2010年９月時点での生存曲線


